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介護保険課（☎㉑5583）
　

高
齢
化
に
伴
い
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
を
必
要
と
す
る
人
が

ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
最
後
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
、
住
ま
い
と
医
療･

介
護･

予
防･

生
活
支
援
が
一
体
的
に

行
わ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
推
進
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
重
度
な
要
介
護
状

態
や
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
在
宅
療
養
に
関

わ
る
医
療･

保
健･
介
護･

福

祉
の
関
係
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
統
計
に
よ
る
と
、
病
院

な
ど
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
昭
和
51

年
以
降
、
自
宅
で
亡
く
な
る
人

の
割
合
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
で
も
、
死
亡
場
所
別

の
内
訳
を
見
る
と
、
約
８
割
の

人
が
病
院
や
施
設
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。（
図
①
参
照
）

　

い
ま
、
ど
う
し
て

　

在
宅
支
援
が
大
切
な
の
？

　

今
後
、
伊
勢
市
で
も
高
齢
者

は
ま
す
ま
す
増
え
、
２
０
１
５

年
に
は
、
市
内
の
65
歳
以
上
の

人
口
割
合
は
31
・
６
％
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院･

施
設
の
病
床
も
不
足
す
る
可
能

性
が
高
く
、
医
療
従
事
者
も
不

足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
伊
勢
市
で
は

65
歳
以
上
の
高
齢
者
１
人
に
対

し
、
20
〜
64
歳
の
人
は
1
・
９

人
で
、「
２
人
の
若
者
が
１
人

の
高
齢
者
を
支
え
る
」
と
い
う

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
住

■
病
院
か
ら
、
住
み
慣
れ
た
場

所
へ

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
、
安

心
し
て
医
療
・
介
護
・
福
祉
が

受
け
ら
れ
る
体
制
が
重
要
で
、

在
宅
生
活
を
支
え
る
機
関
や
関

係
職
種
の
つ
な
が
り
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
８
月
に

「
高
齢
者
の
生
活
な
ど
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
今
後
、
介
護

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
な
介
護
を
受
け
た
い
か
」

と
い
う
質
問
に
対
し
、
５
割
以

上
の
人
が
自
宅
で
の
生
活
を
希

望
し
ま
し
た
。（
図
②
参
照
）

　

ま
た
、「
今
後
最
も
充
実
す

べ
き
だ
と
思
う
も
の
は
何
か
」

と
の
質
問
に
は
、「
在
宅
で
の

生
活
を
支
援
す
る
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
」
を
望
む
人
が

最
も
高
い
割
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
、
家
族
の
介
護
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
自
宅
で
生
活
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。

地域包括ケアシステムの推進
～住み慣れた地域で、安心して暮らし続ける～

い
ま

在
ま

在
宅
支
援

い
ま

在
宅

ど
う
し

援
が
ど

支
援

し
て

が
大
切
な

う
し

が
大

な
の
？

切
な

？

「
自
宅
で
最
後
ま
で
暮
ら
し
続

け
た
い
」
高
齢
者
が
半
数
以
上

図①　伊勢市民の死亡場所の割合（平成25年）

出典：三重県
　　　「三重県の人口動態統計（平成25年）」

老人保健施設・
老人ホーム
9.9％

自宅 15.0％

その他 3.0％

病院・診療所病院・診療所
72.0％72.0％

病院・診療所
72.0％

図②　今後の希望

出典：伊勢市「平成26年高齢者の生活などに関するアンケート調査」

その他 1.0％

わからない 14.4％

無回答 13.0％

有料老人ホームなどに
入居して介護サービスを
受けながら生活
5.0％ 施設に入所したい

12.2％

介護サービスを受けて、
自宅で生活を続けたい
家族介護だけで、自宅で
生活を続けたい
54.3％

介護サービスを受けて、
自宅で生活を続けたい
家族介護だけで、自宅で
生活を続けたい
54.3％

介護サービスを受けて、
自宅で生活を続けたい
家族介護だけで、自宅で
生活を続けたい
54.3％
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　市では、市民の皆さんが、住み慣れた地域で安心して最後まで在宅生活を送れるように、在宅療養に関わ

る多くの専門機関や関係者が協力し、医療・保健・介護・福祉などの関係職種が集まるネットワークを立ち

上げました。（図③参照）

　この「伊勢市在宅支援ネットワーク」では、互いの理解を深め、連携を強化することを目的に、多職種が

顔を合わせて意見交換や研修を行う「地域包括ケア会議・いせ」を開催しています。

　今後も、伊勢市の地域包括ケアシステムの推進に向け、ネットワークをつなげていきます。

在宅生活を支えるネットワークができました

　住み慣れた場所で在宅療養を送るということは、最期を自

宅で迎えることにつながります。

　この講演会では、在宅医療や看取りの感動的な写真と講話

を通じ、命の在り方や看取りについて考え、理解を深めます。

と　き　３月15日㈰、午後１時30分～
　　　　（開場は午後１時）
ところ　ハートプラザみその・多目的ホール
対　象　市内在住の人
定　員　250人（先着順）
問い合わせ先　介護保険課（☎㉑5583）
※事前申し込みは不要です。

講師
國森康弘さん（写真家、フォトジャーナリスト）
講師プロフィール
　1974年生まれ。神戸新聞社記者を経てイラク戦争を機に独立。世界の紛争地や経済貧
困地域を回り、国内では、戦争体験者や野宿労働者、東日本大震災被災者たちの取材を
重ねてきた。「命の有限性と継承性」をテーマに、近年では滋賀県や東北被災地などで
看取り・在宅医療・地域包括ケアの撮影に力を入れている。滋賀県の永源寺地域を舞台
にした写真絵本シリーズ「いのちつぐ『みとりびと』第１集」で2012年度けんぶち絵本
の里大賞を受賞。

地域包括ケアシステム啓発講演会
「いのちをつなぐということ～看取りの現場に想う」

図③　伊勢市在宅支援ネットワーク
医師

薬剤師

ケアマネジャー

地域包括
支援センター

行政

歯科衛生士

理学療法士

訪問看護師

歯科医師

病院

介護保険
サービス事業所本人・家族本人・家族本人・家族

「いのちつぐ『みとりびと』第１集  國森康弘」より

著作権のためホームページ上では
作品を表示していません
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12
月
24
日
か
ら　

伊
勢
赤
十
字
病
院
で

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

試
行
運
用
を
開
始

消
防
本
部
消
防
課
（
☎
㉕
１
２
１
６
）

　

12
月
24
日
か
ら
、
伊
勢
赤
十

字
病
院
と
伊
勢
市
消
防
本
部
と

の
間
で
「
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
試
行
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
救
急
隊
員
を
病
院

に
派
遣
し
、
平
常
時
は
医
師
の

指
導
の
下
で
救
命
処
置
な
ど
の

技
能
向
上
に
向
け
た
実
習
を
受

け
、
救
急
要
請
が
あ
れ
ば
病
院

に
配
備
さ
れ
た
救
急
車
で
直
接

現
場
へ
出
動
す
る
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。
そ
の
際
、
病
院
の

判
断
で
、
医
師
が
救
急
車
に
同

乗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
救
急
体
制
の
構
築
に

よ
り
、
質
の
高
い
救
急
サ
ー
ビ

ス
を
目
指
し
ま
す
。

試
行
運
用
日
時　

毎
週
水
曜

日
・
木
曜
日（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
仕
組
み

派遣・研修・実習

病院へ収容

救急要請があ
れば病院から
出 動

傷病者
発生現場

派遣の成果を生かす

みんなで応援しよう
！

美し国三重市町対抗駅伝第８回
うま

スポーツ課（☎㉒７８９５）
　津市から伊勢市までの42.195km を、各市町で選抜されたランナー
が、１本のタスキをつないで走ります。

　沿道では太鼓応援なども行われ、選手の皆さんを盛り上げます。皆

さんの温かい声援をお願いします。

予算額〔平成26年度〕
　110万円（実行委員会への委託料）

２月15日日
午前8時45分スタート

とき

県庁前（津市）～
三重交通Gスポーツの杜 伊勢
（県営総合競技場）

コース

と　き 2月15日日 午前10時～
ところ 三重交通Gスポーツの杜 伊勢
　　   （県営総合競技場）

市町交流市場（物産展）
ご当地グルメも集合！
美し国三重を満喫

湯田交差点

度会橋
外宮前

伊勢西ＩＣ
交差点
伊勢西ＩＣ
交差点

ゴールゴール

23

23

第９中継所

同時開催

度会橋会橋会橋
外宮前前前

伊勢西伊勢西ＩＩＣＣＣＣＣＣ
交差点交差点点点点点

【市内の通過予想時刻】
10:27　湯田交差点
10:40　度会橋
10:49　外宮前
10:54　伊勢西IC交差点
11:01　ゴール
※駅伝開催に伴う交通規制でご迷惑を
　お掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いします。
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各
種
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

次
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
と
し
て
新
た
に
就
任
し

ま
し
た
。

  

監
査
委
員

  

職
員
課
（
☎
㉑
５
５
０
５
）

議
員
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員

・・
佐
之
井
久
紀
さ
ん（
村
松
町
）

  

固
定
資
産
評
価
審
査

  

委
員
会
委
員

  

職
員
課
（
☎
㉑
５
５
０
５
）

・・
植
村
公
順
さ
ん（
小
俣
町
本

町
）

・・
久
保
徹
さ
ん（
小
俣
町
本

町
）

・・
小
山
孝
司
さ
ん（
二
見
町
山

田
原
）

・・
中
林
年
美
さ
ん（
常
磐
１
丁

目
）

・・
西
田
和
之
さ
ん（
御
薗
町
新

開
）

  

教
育
委
員
会
委
員

  

教
育
総
務
課
（
☎
㉒
７
８
７
５
）

・・
松
田
丈
輔
さ
ん（
小
俣
町
本

町
）

※
12
月
25
日
の
教
育
委
員
会
会

議
で
、
教
育
委
員
長
に
畠
中
節

夫
さ
ん（
一
之
木
３
丁
目
）、
同

職
務
代
理
者
に
中
西
康
裕
さ
ん

（
二
見
町
光
の
街
）が
選
ば
れ
ま

し
た
。教育委員名簿　　　　　　  （敬称略）

役職名 氏名
委員長 畠中　節夫

委員長職務代理者 中西　康裕

委員 中居　信明

委員 松田　丈輔

教育長 宮崎　吉博

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！
伊
勢
市
選
手
団
の
皆
さ
ん
敬
称
略

各
区
間
五
十
音
順

東　　一郎
コーチ 支援コーチ

柿本　和男 （南勢陸上クラブ）
高橋　昌也 （北浜陸上クラブ）
辻　　弘樹 （北浜陸上クラブ）

監督　日比　勝俊（皇學館大学）
　今回で８回目を迎える市町対抗駅伝は、これまでの７回
の大会で伊勢市代表に関わっていただいた全ての方たちが
つないでくれた「勇気と思いのある襷」を誇りに、大会史
上初の「連覇」に向け、伊勢市民みんなで頑張りましょう。

（港中学校教諭）

（　　　    　）（　　　    　）南勢陸上クラブ
修道小６年

北浜陸上クラブ
北浜小５年 （　　　    　）北浜陸上クラブ

東大淀小６年

（　　　    　） （　　　    　）北浜陸上クラブ
北浜小５年

北浜陸上クラブ
北浜小６年

第１区
小学生女子 伊藤　由莉 辻　皐耶 辻井　和音

1.28㎞

第２区
小学生男子 喜多　陸登

（浜郷小６年）

高橋　颯太 高橋　陸斗

1.85㎞

第３区
中学生女子 奥田　幸弓

（倉田山中3年）
辻　有咲
（宮川中3年）

西　杏珠
（倉田山中3年）3.83㎞

第４区
中学生男子 上野　翔貴

（小俣中3年）
岡　祥也
（宮川中3年）

三輪　洋侑
（小俣中3年）5.58㎞

第５区
40歳以上男子 森　　正

（宮川医療少年院法務教官）
山口　直人

（明野航空学校）4.60㎞

第６区
ジュニア男子 梶野　達矢

(宇治山田商業高3年)
田中　雄也
（皇學館大1年）6.36㎞

第７区
一般女子 久保倉　実里

（東海大1年）
玉木　さら
（港中2年）

辻　歩理
（宮川中1年）2.89㎞

第８区
20歳以上女子 畑　　沙也加

（㈱森伸）
三田　千文
（皇學館大4年）3.43km

第９区
ジュニア女子 内藤　響加

（伊賀白鳳高3年）
古川　紗也

(宇治山田商業高2年)5.45㎞

第10区
20歳以上男子 中川　瞭

（東海大4年）
若菜　純一

（皇學館大4年）6.925㎞
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市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申

告
に
つ
い
て
、
作
成
指
導
を
行
う
申
告
会
場

を
開
設
し
ま
す
。

　

申
告
会
場
で
は
、
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
申
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
が
分
か
ら
な
い

人
は
、
申
告
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告

　
　　

所
得
税
の
確
定
申
告

平
成
26
年
分（
平
成
27
年
度
）

市
・
県
民
税
の
申
告
…
課
税
課
市
民
税
係
（
☎
㉑
５
５
３
４
）

所
得
税
の
確
定
申
告
…
伊
勢
税
務
署（
☎
㉘
３
１
９
１〔
自
動
音
声
案
内
〕）

■
申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場

と
き　

２
月
16
日
㈪
〜
３
月
16

日
㈪（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
な
る

べ
く
午
後
４
時
ま
で
に
入

場
し
て
く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
北
館（
い
せ
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
）・
２
階

■
申
告
相
談
サ
ブ
会
場

　

表
①
の
と
お
り
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。
申
告
相

談
メ
イ
ン
会
場
へ
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
、
サ
ブ
会
場

で
は
申
告
相
談
を
受
け
る

市
・
県
民
税
の
申
告

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
メ
イ
ン

会
場
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・・
土
地
建
物
・
株
式
・
先
物
取

引
の
譲
渡
所
得
や
損
失
の
繰
り

越
し
が
あ
る

・・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
を

す
る

・・
青
色
申
告
を
す
る

・・
そ
の
他
、
多
く
の
時
間
を
要

す
る
申
告
を
す
る

表①　市・県民税の申告相談サブ会場
と　き ところ（【 】内は対象地域）

2 月 16日㈪ 四郷地区コミュニティセンター
2月 17日㈫ 大湊地区コミュニティセンター
2月 18日㈬ 小俣公民館【宮前】
2月 19日㈭ 小俣公民館【相合・新村】
2月 20日㈮ 小俣公民館【本町】
2月 23日㈪ 御薗総合支所【新高】
2月 24日㈫ 御薗総合支所【高向・上條】

2月 25日㈬ 二見生涯学習センター【溝口・茶屋】
沼木農村環境改善センター

2月 26日㈭ 二見生涯学習センター【今一色・荘】
宮本地区コミュニティセンター

2月 27日㈮ 城田地区コミュニティセンター
3月  2 日㈪ 豊浜地区コミュニティセンター
3月  3 日㈫ 北浜地区コミュニティセンター

3月  4 日㈬ 神社地区コミュニティセンター
生涯学習センターいせトピア

3月  5 日㈭ 小俣公民館【湯田】
3月  6 日㈮ 小俣公民館【元町】
3月  9 日㈪ 小俣公民館【明野】
3月 10日㈫ 御薗総合支所【新開・王中島】
3月 11日㈬ 御薗総合支所【長屋・小林】
3月 12日㈭ 二見生涯学習センター【西・光の街】

3月 13日㈮ 二見生涯学習センター
【山田原・江・松下・三津】

※いずれも時間は、午前９時15分～正午、午後１時～３時30
　分（受け付けは午後３時まで）です。

■
確
定
申
告
会
場

と
き　

２
月
16
日
㈪
〜
３
月
16

日
㈪（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
申
告

書
の
作
成
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
午
後
４
時
ま
で
に
入
場
し

て
く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ 

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、

受
け
付
け
を
早
め
に
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

－

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）
の

利
用
者
識
別
番
号
・
暗
証
番
号

が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

■
所
得
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
書
な
ど
を
次
の
方
法
で

提
出
し
た
人
に
は
、
今
回
、
所

得
税
の
申
告
書
は
郵
送
さ
れ
ま

せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
、
伊
勢

税
務
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・・
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
た
人

・・
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
た
人

・・
確
定
申
告
会
場
で
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
て
申
告
し
た
人

　

市
・
県
民
税
を
特
別
徴
収（
給

与
引
き
去
り
）
さ
れ
て
い
る
人

で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る

人
は
、
給
与
以
外
の
所
得
に
係

る
市
・
県
民
税
を
普
通
徴
収（
個

人
納
付
）
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
確
定
申
告
書
第
二
表
の

住
民
税
に
関
す
る
事
項
の
「
給

与
・
公
的
年
金
に
係
る
所
得
以

外（
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お

い
て
65
歳
未
満
の
人
は
給
与
所

得
以
外
）
の
所
得
に
係
る
住
民

税
の
徴
収
方
法
の
選
択
」
欄
で

「
自
分
で
納
付
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

１２
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所得税の確定申告は不要
ただし、株式等の譲渡損失・
雑損失・純損失などを翌年
以降に繰り越す場合は、確
定申告が必要。

次に該当する人は、市・県民
税の申告が必要
・・公的年金等に係る雑所得以外
　の所得がある
・「公的年金等の源泉徴収票」に
　記載されていない各種控除 
 （寡婦（夫）、医療費、生命保険
　料など）の適用を受けたい
・「公的年金等の源泉徴収票」に
　記載された被扶養者に変更が
　ある

あなたは市・県民税の申告が必要でしょうか？
スタート
平成 27 年 1 月 1 日に、
伊勢市に住んでいました
か？

伊勢市への申告は不要
※平成27年1月1日に住んで
　いた市区町村で、申告が必要
　かどうか確認してください。

平成 26 年中に何らかの
収入がありましたか？

申告は不要
※国民健康保険・後期高齢
　者医療保険の加入者や、所
　得証明書などが必要な人
　は、申告をしてください。

所得税の確定申告書を税
務署へ提出しますか？

申告は不要

給与所得者ですか？

申告が必要
※年金所得者は、「公的年
　金所得者のための申告に
　関する流れ図」をご覧く
　ださい。

給与のほかに、営業・農業・
不動産などの所得があり
ますか？

給与支払者から市役所へ
「給与支払報告書」が提出
されていますか？
※不明な場合は勤務先へ問い
　合わせてください。

申告は不要
※年末調整されていない何らかの控除（医療費控除など）を受け
　ようとする場合は、申告してください。

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

表②　申告時に必要な主な物
共通して必要な物 ・・申告書　・・印鑑

所得を申告するときに必要な物
・・給与所得者・年金受給者…源泉徴収票（コピー不可）
・・営業・農業・不動産などの収入がある人…収支内訳書など、収入・経費などを
　集計した物

控除を申告
するときに
必要な物

社会保険料控除
・・健康保険料などの支払金額が分かる物
　（国民年金保険料の控除を受ける場合は証明書類が必要）

生命保険料控除・
地震保険料控除

・・保険会社などから発行される保険料控除証明書

障害者控除 ・・障害者手帳または障害者控除対象者認定書（※１）

医療費控除

・・平成 26年中に支払った医療費の領収書と、その内容が確認できる医療費の明
　細書（合計金額が分かるように記載してある物）
・・保険金や高額医療費により補てんされた金額が確認できる書類
・・介護保険関係の支払いがあった場合は、指定介護老人福祉施設利用料等領収証
　など医療費控除対象金額が分かる物

寄附金控除
・・平成 26年中に行った寄附金控除の対象になる寄附金の受領証明書（領収書）
・・政治団体に対する寄附金の場合は、選挙管理委員会の確認印のある「寄附金控
　除のための書類」

住宅に関する控除
（※２）

・・請負契約書の写しなど（必要書類が多いため、国税庁のホームページまたは伊
　勢税務署で確認してください）

所得税の還付を受けるときに必要
な物

・・申告者名義の口座が分かる物（預金通帳など）

※1　障害者控除対象者認定書とは、介護保険の要支援・要介護認定を受けている 65歳以上の人を対象とする書類です。
　　　詳しくは介護保険課（☎㉑ 5647）へ問い合わせてください。
※ 2　住宅に関する控除とは、住宅借入金等特別控除・バリアフリー改修等住宅借入金等特別控除・住宅耐震改修特別控除
　　　などのことです。

公的年金所得者のための
申告に関する流れ図

公的年金等の収入金額（2カ所以上ある場合はその合
計額）が 400万円以下ですか？

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20
万円以下ですか？
（例）給与収入85万円－給与所得控除額65万円
　　　　　　　　　　　　　 ＝所得金額20万

はい

源泉徴収税額の還付を受けますか？

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

所得税の確定申告が
必要（市・県民税の
申告は不要）

毎年秋、日本年金機構
などに提出される「扶養
親族等申告書」が、未
提出だったり、未訂正
だったりすると、扶養控
除等の情報が反映されず
に受給者の実態と異なっ
ているケースが見受けら
れます。「公的年金等の
源泉徴収票」の明細を
必ずご確認ください。
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所
得
税
の
確
定
申
告
は

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
で
！

伊
勢
税
務
署
（
☎
㉘
３
１
９
１〔
自
動
音
声
案
内
〕）

国税庁e-Taxキャラクター
「イータ君」

　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
国
税

に
関
す
る
申
告
・
納
税
・
申
請
・

届
け
出
な
ど
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
た

め
の
初
期
登
録
が
で
き
、
作
成

し
た
申
告
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま

送
信
し
、
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額

を
入
力
す
れ
ば
税
金
が
自
動
計

算
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
便
利
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
告
に
関
す
る
Ｑ

＆
Ａ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
自
宅
で
申
告
書
を
作
成
す

る
場
合
や
、
手
書
き
で
申
告
書

を
作
成
す
る
場
合
に
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
特
長

・・
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴

収
票
な
ど
の
提
出
を
省
略
で
き

る（
た
だ
し
、
確
定
申
告
期
限

か
ら
５
年
間
は
、
書
類
の
提
出

や
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

・・
還
付
申
告
が
早
く
処
理
さ
れ

る

e-Tax利用開始のための手続き
①パソコン・インターネット環境などを準備する
②住民基本台帳カードを取得する（10年間有効）
③電子証明書を取得する（３年間有効）
④ ICカードリーダライタなどを取得・設定する
⑤開始届出書を提出し、電子証明書を初期登録す
　る（オンラインで可能）

住民基本台帳カード・電子証明書
取得の申請に必要な物

 ・ ・官公署発行の写真付き身分証明書（運転免許証・
　パスポートなど）１点＋官公署発行の写真付き
　でない身分証明書（健康保険証・介護保険証な
　ど）１点
　※これらを持っていない場合は、戸籍住民課へ
　　問い合わせてください。
 ・ ・発行手続料1,000円（住民基本台帳カード500
　円、電子証明書 500円）
 ・ ・印鑑

問い合わせ先
 ・ ・住民基本台帳カード・電子証明書について…戸
　籍住民課（☎㉑ 5547）
 ・ ・ｅ-Tax による申告、利用開始手続きについて…
　ｅ-Tax 作成コーナーヘルプデスク（☎ 0570・
　01・5901）、伊勢税務署（☎㉘ 3191）

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

火
災
に
つ
い
て
…
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
㉕
１
２
６
８
）

救
急
に
つ
い
て
…
消
防
本
部
消
防
課
（
☎
㉕
１
２
１
６
）

救
助
に
つ
い
て
…
消
防
署
（
☎
㉕
１
２
６
２
）

　

平
成
26
年
中
に
発
生
し
た
火

災
の
件
数
と
被
害
状
況
は
、
下

表
の
と
お
り
で
し
た
。

　

火
災
の
原
因
で
一
番
多
い
の

は
「
た
き
火
」、
次
い
で
「
た

ば
こ
」「
放
火
の
疑
い
」
の
順
で

し
た
。

火
災

火
災
原
因
の
上
位
は

た
き
火
・
た
ば
こ
・
放
火
の
疑
い

平
成
26
年

火
災
・
救
急
・
救
助
の
概
要

火災件数 52件
火災による死者2人・負傷者2人
損害額 2,901万7千円（暫定）

火災件数と被害状況
建物火災建物火災
20件20件
38％38％

建物火災
20件
38％

車両火災
7件
13％

林野火災
5件 10％

その他の火災
20件
38％

火災件数
52件

（速報値）
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伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

 

見
破
れ
ま
す
か
？

 

振
り
込
め
詐
欺
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

　

県
内
に
お
け
る
昨
年
の
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
に

よ
る
被
害
件
数
は
、
一
昨
年
に

比
べ
て
若
干
減
少
し
、
１
０
３

件
で
し
た
。
し
か
し
、
被
害
総

額
は
約
６
億
３
１
４
０
万
円
に

も
上
り
、
深
刻
な
被
害
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
人
の
「
だ
ま
し
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
」
を
見
破
り
、
振
り
込
め

詐
欺
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

＜

だ
ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク＞

①
息
子
な
ど
を
装
い
、「
携
帯

電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
か
ら

登
録
し
て
お
い
て
」
な
ど
と
連

絡
し
、
警
戒
心
を
な
く
さ
せ
る

②
「
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
だ

と
思
う
け
ど
…
」
な
ど
と
言
っ

て
、
疑
問
を
抱
か
せ
な
い

③
「
夫
、
子
、
孫
な
ど
の
身
内
」

「
警
察
官
や
弁
護
士
」「
痴
漢
被

害
者
の
身
内
や
交
通
事
故
の
当

事
者
」
な
ど
を
装
い
、
人
を
不

安
に
陥
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と

も
ら
し
い
話
を
展
開
す
る

④
銀
行
の
閉
店
間
際
に
お
金
の

振
り
込
み
を
要
求
し
、「
時
間

が
な
い
」
と
急
が
せ
る

⑤
銀
行
の
振
り
込
み
だ
け
で
な

く
、郵
便
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る「
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
」
や
宅
配
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
受
け
渡
し
方
法
を
指

定
し
て
く
る

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◆
動
揺
せ
ず
、
電
話
を
切
っ
た

後
、
す
ぐ
に
事
実
を
確
認
す
る

◆
「
だ
ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

に
該
当
す
れ
ば
「
詐
欺
だ
」
と

疑
う

◆
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま

ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る

◆
警
察
や
銀
行
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
行
く
こ

と
は
絶
対
に
な
い
こ
と
を
覚
え

て
お
く

　

安
全
で
す
か
？　

あ
な
た
の

　

パ
ソ
コ
ン
・
パ
ス
ワ
ー
ド

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
被
害
が
急

増
し
て
い
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
銀
行
取
引
サ
ー
ビ
ス
）
の
Ｉ

Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
不
正
に
入

手
し
、
預
貯
金
を
勝
手
に
別
口

座
に
送
金
す
る
不
正
送
金
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
大
半
は
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
よ
り
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
が
不
正
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。

＜

今
す
ぐ
で
き
る
対
策＞

◆
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導

入
す
る

◆
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
常
に
最
新

の
も
の
に
更
新
す
る

◆
パ
ス
ワ
ー
ド
を
求
め
る
メ
ー

ル
は
無
視
す
る

◆
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド

（
１
回
限
り
の
使
い
捨
て
パ
ス

ワ
ー
ド
）を
利
用
す
る

※
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド

は
、
携
帯
電
話
で
取
得
し
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
中
、
救
急
車
は
７

３
２
０
回
出
動
し
て
６
９
８
１

人
を
病
院
へ
運
び
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
１
日
当
た
り
20
回
出
動

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

救
急
出
動
の
理
由
で
最
も
多

か
っ
た
の
が
「
急
に
病
気
に
な

っ
た
」
の
４
６
７
０
件（
64
％
）

で
、
次
に
多
い
の
が

｢

け
が
」

の
１
０
２
２
件（
14
％
）、
３
位

が

｢

交
通
事
故
」
の
６
８
８
件

（
９
％
）で
し
た
。

救
急

１
日
20
回
の
救
急
出
動

　

平
成
26
年
中
の
救
助
出
動
件

数
は
66
件
、
救
助
し
た
人
は
34

人
で
し
た
。

　

救
助
件
数
で
最
も
多
か
っ
た

の
が「
交
通
事
故
に
伴
う
救
助
」

の
37
件（
56
％
）で
し
た
。

救
助

救
助
出
動
件
数
は
増
加

建物等による建物等による事故事故
7件7件
11％11％

建物等による事故
7件
11％

その他の事故
14件 21％
火災
1件 2％

水難事故
4件 6％

機械による事故
3件 5％ 救助出動件数

66件

交通交通事故事故
37件37件
56％56％

交通事故
37件
56％

（速報値）
救助訓練の様子

交通事故
688件
9％

けが
1,022件
14％

その他
940件
13％

（速報値）

救急出動件数
7,320件

急に病気になった急に病気になった
4,670件4,670件
64％64％

急に病気になった
4,670件
64％
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２月から
障害者地域相談支援センターが

３カ所になります
　障がいのある人が自立した生活を営めるように相談・情報提供・権利擁護などの支援を行う「障害者地域相談

支援センター」が、新たに２カ所増えて３カ所になります。

　センターでは、相談支援専門員などの資格を有する職員が、障がいのある人やその家族の皆さんからの相談に

応じます。また、アウトリーチによる支援（積極的な訪問などによる支援）や、サービス等利用計画（セルフプラン）

の作成支援なども行います。

　障がいに関する困り事や分からないことがあれば、障がいの種別や年齢にかかわらず、お住まいの地域を担当

する障害者地域相談支援センター（下表参照）へ気軽にご相談ください。

※新設する東地域・西地域の対象地域の在住者で、現在「フクシア」で相談を受けている人は、順次、フクシア

　から各センターへ引き継ぐ予定です。　

障害者地域相談支援センター
　　障害者東地域
　　相談支援センター

　　 障害者西地域
　　 相談支援センター

  障害者総合相談
  支援センター「フクシア」

所在地
二見町茶屋456-2
（社会福祉協議会二見支所内）

二俣1丁目1-22
（伊勢二俣ビル・2階） 岩渕2丁目4-9

開所日時 月～金曜日、8:30～17:15 月～金曜日、8:30～17:30 月～金曜日、9:30～17:30
※開所日以外は予約制

電話番号 43４４００ ㉔３００９ ㉑３６３３
ファクス番号 43４４２７ ㉔３０１９ ⑳６５３５

対象地域

五十鈴・港・二見中学校区
宇治館町、宇治今在家町、宇治中
之切町、宇治浦田1～3丁目、桜木町、
中之町、中村町桜が丘、古市町、久
世戸町、倭町、神社港、竹ケ鼻町、
小木町、馬瀬町、下野町、大湊町、
黒瀬町、通町、一色町、田尻町、中
村町、楠部町、一宇田町、朝熊町、
鹿海町、二見町全域

宮川・豊浜・北浜・城田・小俣
中学校区
宮町1～2丁目、常磐町、常磐1～3丁目、
浦口町、浦口1～4丁目、二俣町、二
俣1～4丁目、辻久留町、辻久留1～3
丁目、中島1～2丁目、宮川1～2丁目、
大倉町、佐八町、津村町、西豊浜町、
植山町、磯町、東豊浜町、樫原町、
有滝町、村松町、東大淀町、柏町、
上地町、粟野町、中須町、川端町、
野村町、小俣町全域

倉田山・厚生・沼木・御薗中学校区
尾上町、岡本1～3丁目、岩渕町、
岩渕1～3丁目、吹上1～2丁目、河
崎1～3丁目、船江1～4丁目、豊川町、
神田久志本町、神久1～6丁目、勢
田町、本町、宮後1～3丁目、一之木
1～5丁目、一志町、八日市場町、
大世古1～4丁目、曽祢1～2丁目、
藤里町、旭町、前山町、上野町、
円座町、神薗町、横輪町、矢持町、
御薗町全域

※いずれも、祝日・年末年始（12月29日～１月３日）は休業日です。

高齢・障がい福祉課（☎㉑5558、FAX⑳8555）

二見浦駅

42

二見生涯二見生涯
学習センター学習センター 二見総合支所二見総合支所
二見生涯
学習センター 二見総合支所

二見浦公園

東地域相談
支援センター

西地域相談
支援センター

中島小学校中島小学校中島小学校

GS

山田上口駅

勢
田
川

宇
治
山
田
駅

観
光
文
化

会
館

総合相談支援
センター
「フクシア」

各
セ
ン
タ
ー
の
位
置
図
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時とき  所ところ  対対象  内内容　定定員  料料金  申申し込み 指定管理委託料  1億2,445万８千円（平成26年度）
入館者数  47万 5,095人（平成25年度）

図書館
へ行こう！

伊勢図書館

 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
時２月26日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介や読み聞か
せ、手遊びなど

 施設抽選会（４～６月分）
時２月６日㈮、午前10時～（開場
は午前９時30分）

所２階・視聴覚室

 上映会
時２月８日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内劇場映画版ムーミン「ムーミン
谷の彗星」（62分）

 本の悲鳴－汚破損本展示－
時２月14日㈯～24日㈫
所２階・展示ホール
内さまざまな状態の汚損・破損資
料と修理過程の写真などの展示

 手作り本講座「和綴
と

じ本を作ろう」
時２月22日㈰、午後1時30分～
所２階・視聴覚室
対中学生以上
内和紙を折り重ねて1本の糸でとじ
る柔らかな風合いの和の本作り

定 10人（先着順）
申２月１日㈰から、直接・電話・
ファクスで同館へ

☎㉑ 0077　FAX ㉑ 0078
開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週水曜日、第 2金曜日

小俣図書館
☎㉙ 3900
FAX㉙ 3902

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週火曜日、第 2金曜日

 おはなし会
・・赤ちゃんおはなし会
　２月12日㈭、午前11時～
・・たんぽぽおはなし会
　２月14日㈯、午後３時～
・・ピッポの会・紙芝居
　２月15日㈰、午前11時～
※いずれも場所は、１階・おはなし
のへやです。

 図書館おはなし会＆工作
時２月28日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは
保護者同伴）

内お話の後、ひなまつりにちなんだ
工作をします

 みんなで絵本を作ろう企画第7弾！
 いちごちゃんとベリーくんの大めいろ
時２月22日㈰、午後２時～
所２階・会議室
対小学生以下（保護者同伴も可）
内小俣図書館に住む“としょかんよ
うせい”のいちごちゃんとベリー
くんはめいろが大好き。みんなが
作っためいろに、いちごちゃんと
ベリーくんが挑戦します！挑戦す
るめいろをみんなで作成し、後日、
図書館で1冊の絵本に仕上げ、小
俣図書館で所蔵します。

定 20人（先着順）
申２月１日㈰・午前９時から、直接・
電話で同館へ

 上映会
時２月21日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
内①「スノーマン」（アニメ、26分）、
②「うっかりペネロペ　みんなと
もだち編」（アニメ、35分）

 マナーアップ月間①
 汚損本・破損本と図書館利用の
 マナーについての展示
時２月14日㈯～３月12日㈭
内汚損本・破損本の展示と、図書館
利用のマナーについての掲示物展
示

 マナーアップ月間②
 図書館マナーアップクイズ
 「チャレンジ！！マナ王

キング

」
時３月１日㈰、午後2時～
所２階・会議室
対小学生
内図書館マナー（利用の仕方、本の
扱い方など）についてのクイズ大
会

定 15人（先着順）
申２月14日㈯・午前9時から、直接・
電話で同館へ
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伊勢市社会福祉協議会（☎⑳8610、FAX⑳8617）
メールアドレス iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
ホームページ http://www.mmjp.or.jp/iseshakyo/

第67号

本　　所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎⑳8610　FAX⑳8617

伊勢支所  八日市場町13-1
　　　　  ☎㉗2425　FAX㉗2412
二見支所  二見町茶屋456-2
　　　　  ☎435551　FAX434427
小俣支所  小俣町元町536
　　　　  ☎㉗0509　FAX㉗0570
御薗支所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎㉒6617　FAX㉒6604

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

は
つ
ら
つ
教
室

作
品
展
と
体
験
・
発
表
会

　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
い
る
「
は
つ
ら
つ
教
室
」

の
参
加
者
に
よ
る
、
１
年
間
の

教
室
の
成
果
と
な
る
作
品
展
と

体
験
・
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

と
き　

２
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ

ー
・
２
階
娯
楽
室

内
容　

・
21
日
…
健
康
体
操
体
験（
午

前
10
時
〜
10
時
30
分
）、
筆
ペ

ン
・
囲
碁
体
験（
午
前
11
時
〜

正
午
）、
合
唱
発
表
会（
午
後
２

時
〜
２
時
30
分
）、
作
品
展

・
22
日
…
ヨ
ガ
体
験（
午
前
10

時
〜
10
時
30
分
）、
健
康
太
極

拳
体
験（
午
後
１
時
〜
１
時
30

分
）、
手
話
歌
発
表
会（
午
後
２昨年度の作品展の様子

 

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業

小
学
校
入
学
お
祝
い
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
伊
勢
市

母
子
寡
婦
福
祉
会
と
の
共
催

（
協
賛

：
京
セ
ラ
㈱
三
重
伊
勢

工
場
）
で
、
小
学
校
入
学
お
祝

い
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
８
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
正
午（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
一
人
親
家

庭
で
、
平
成
27
年
４
月
に
小
学

校
に
入
学
す
る
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

※
子
ど
も
だ
け
で
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

内
容　

人
形
劇
鑑
賞
、
楽
し
い

ゲ
ー
ム
、
お
祝
い
品
贈
呈

定
員　

50
組（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

２
月
２
日
㈪
〜
20

日
㈮
に
、
電
話
で
社
会
福
祉
協

議
会
本
所
へ

時
〜
２
時

30
分
）、

そ
ば
の
試

食（
お
昼

頃
、
先
着

１

０

０

人
）、
作

品
展

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協

議
会
伊
勢
支
所

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

片
付
け
た
い
け
ど
時
間
が
な
い
！

忙
し
い
マ
マ
・
パ
パ
必
見
！

整
理
収
納
術
講
座

　

お
子
さ
ま
の
い
る
家
庭
で

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
散
ら
か

っ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
毎
日
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
つ
を
つ
か

ん
で
、
お
部
屋
も
す
っ
き
り
。

収
納
上
手
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　

３
月
18
日
㈬
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
児
童
セ
ン
タ

ー
・
遊
戯
室（
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
・
３
階
）

対
象　

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
子
ど
も
が
い
て
、
市
内
に

在
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る
保

護
者

内
容　

整
理
収
納
術
に
つ
い
て

の
講
演
・
実
演
・
質
疑
応
答
な

ど講
師　

西
村
み
き
さ
ん（
整
理

収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

電
話
で
社
会
福
祉

協
議
会
伊
勢
支
所
へ

※
生
後
６
カ
月
以
上
の
未
就
園

児
の
託
児
が
で
き
ま
す
。（
先

着
15
人
、
要
申
し
込
み
）

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業

第
６
回
社
会
福
祉
協
議
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ッ
プ
新
人
学
童

軟
式
野
球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

１
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
に
、

伊
勢
志
摩
地
域
の
20
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
学
童
軟
式
野
球
大
会

を
開
催
し
、
見
事
「
玉
城
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
」
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
６
チ
ー

ム
が
入
賞
し
、
伊
勢
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
他
、
鳥
羽
・
志
摩
・

玉
城
・
南
伊
勢
の
各
社
会
福
祉

協
議
会
お
よ
び
㈱
中
日
新
聞
社

よ
り
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
配
分
金
の
青
少
年
健
全

育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
野

球
を
通
じ
て
社
会
生
活
に
必
要

な
友
情
や
協
調
の
精
神
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。
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地域福祉活動計画推進事業（社協会費）
赤い羽根共同募金配分金事業

高齢者　会食会　活動紹介

新高地区ふれあい食事会

＜主な活動場所＞
新高公民館

＜主な活動場所＞
小俣元町保健福祉会館

ボランティア  活動紹介

すくすく読書会
＜活動内容＞
　主に放課後児童クラブ「二見こども未来クラブ」
で、紙芝居や絵本の読み聞かせをしています。
＜活動のきっかけ＞
　阪神大震災の後、伊勢市でもボランティアの募
集があり、そこで絵本の好きな人が集まりました。
保育士の経験のある人、現役で仕事をしている人
も一緒に読み聞かせのボランティア活動を始めま
した。
＜活動していて良かったこと＞
　子どもからパワーをもらえること。活動者も楽
しませてもらっています。一緒に活動している仲
間も、いろんな世
代が集まっている
ので、自分の学び
にもなり、また、
小さな力でも活動
することで生きる
力となっています。

元町地区ふれあい食事会
　月１回、地域の皆さん
が集まり、楽しくおしゃ
べりをしながら昼ご飯を
食べています。食事前に
は、体操や歌、レクリエ
ーションなどの企画もあ
り、皆さんとっても楽し
みにしています。

　今年度の小俣町の高齢
者会食会は保健福祉会館
ごとに行われており、元町
地区は小俣元町保健福祉
会館で行われました。振り
込め詐欺についての講座
や、紙芝居、歌、脳トレビ
ンゴゲームなど、盛りだく
さんの内容で皆さん楽し
いひとときを過ごしました。

障がい者
　　就労支援施設紹介

　障がい者就労支援施設では、次のような仕事をしています。
簡単な下請け作業を募集していますので、提供していただけ
る仕事があれば、ご連絡ください。

（☎㉗2455）ひまわり
自主製品　さをり織り製品・手
　芸品・ビーズストラップ・キ
　ーホルダーなど
下請け作業　組み立て作業・シ
　ール添付作業・神社用資材加
　工・ビニール製品加工など

工房そみん
自主製品　手織りマット・手編
　みマット・竹炭製品・水切り
　ネット・ストラップなど
下請け作業　羽毛回収

小俣さくら園
自主製品　ミサンガ・ぽち袋・シュ
　シュ・アームバンド・さをり織り
　製品・アクリルたわし・無農薬野菜
下請け作業　仕分け作業・封入作
　業・袋詰め作業・組み立て作業・
　折り込みセット作業・各種加工作業

御薗しらぎく園
自主製品　さをり織り製品・手芸品・
　ビーズブレスレット・アイロンビーズ
　（コースター・壁掛け）など
下請け作業　組み立て作業・袋詰
め作業・羽毛回収など

 【寄附をいただいた皆さま】（敬称略、順不同）
 ありがとうございました
〔平成26年11月16日～12月15日〕

社会福祉協議会市負担金〔平成26年度予算額〕　 1億 13万4千円（運営・福祉ボランティア育成負担金）

倶楽部スポーツ・ストレッチ…クリスマスツリー、B.B.Q 美容室…1万500円、フラメンコスタジオ　レメディ
オス・マリン・カラスコ…2万5,000円、サークルＫ夫婦岩店…7,228円、福田芳子…シルバーカー1台・おむつ、
鈴木幸郎…木製ポータブルトイレ1台・シャワーチェア１台・紙パンツ、伊勢友の会…3万円、加島隆子…衣類
など、伊勢アララギ会…1万円、ラッキープラザ伊勢玉城店…お菓子、匿名…羽毛布団一式、匿名…5万円、匿
名…布地蔵30体

（☎442050）

（☎㉓4496） （☎㉒0554）
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伊勢市行政チャンネル

広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報
を、リポーターの進行により担当職員
の解説を交えながらお伝えします。
2/1～28 伊勢市の地籍調査について
（16日からは文字解説付き）
放送時間　午前６時・8時・11 時・
午後1時・4時・6時・9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成26年度〕
2,523 万 4千円

アイティービーコミュニティチャンネル
 ㈱ ZTV伊勢放送局（☎0120・222・505）

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団
体・ボランティア団体の情報などを
お伝えします。（毎週土曜日更新）

放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・
5時・7時・10時・翌日午前0時～

ケーブルテレビ番組案内

アイティービートピックス
 ・ ・月 ･水・金曜日の午前7時に更新し、
　奇数時間の0分から放送します。
※毎週日曜日は1週間のニュースをまとめて
　お伝えします。

企画番組 （２月のみ 1日・8日・15日・
22日更新）

2/1～7 もっと！水の惑星紀行、年寄
万歳～百歳になったら～、伊勢美し国
から①、横井三千のお店にGo!、でか
けるネット①、ふるさとめぐり逢い①、
THE MAKING ①、歴史街道①　2/8
～14 仕事魂、皇學館大学TV、地域百
景①、Z-NAVIGATION ①、ナナちゃん
のお店紹介、近場ぐるっとFOODハン
ター、おしえて先生①、恋舞妓の京都
慕情Ⅳ①　2/15 ～ 21 伊勢美し国か
ら②、宮川インフォメーション、前川先
生のあったかごはん、ふるさとめぐり逢
い②、歴史街道②、でかけるネット②、
THE MAKING ②　2/22 ～ 28 ぐる
ぐるグルメ、８ミリフィルムに残る風景、
Z-NAVIGATION ②、おしえて先生②、
地域百景②、恋舞妓の京都慕情Ⅳ②

特別番組「ひよこくらぶスペシャ
ル2015～１年生になったら～」

放送日（伊勢市分のみ掲載）
（60分番組）

市議会放送
　市議会３月定例会本会議および予
算特別委員会（設置された場合）を、
会議があった日の翌日の午後２時と
７時から放送します。
※議会終了日の翌々日から再放送（放送時間：

　午後８時～）をします。詳しくは、議会事

　務局（☎㉑ 5630）へ問い合わせるか、市
　のホームページをご覧ください。

2/5 ～7 御薗第一保育園、御薗第二保
育園、高城保育園、五峰保育園　2/9
～11 二見浦保育園、暁の星こども園、
しらとり園　2/12 ～14 小俣幼稚園、
あけぼの園、あけの保育園、えがお保
育園　2/16 ～18 和順こども園、ゆ
りかご園、明野幼稚園、たけのこ保
育園、みどり保育園　2/19 ～ 21 大
世古保育所、ゆたか幼稚園　2/23 ～
25 有緝幼稚園、まるこ幼稚園、船江
保育園、明倫幼稚園、東大淀保育園　

2/26 ～ 28 マリア保育園、神宮五十
鈴川幼稚園、神宮高倉山幼稚園、修道
こども園、みややま保育園

放送時間　午前９時 30 分・午後１時
30分・５時 30分・９時 30分～
※日曜日はその週の放送分を再放送しま
　す。

ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
26
年
度
〕

　

７
６
１
１
万
５
千
円

利
用
者
数
〔
平
成
25
年
度
〕

　

約
17
万
８
千
人

まな坊

と
き　

２
月
24
日
㈫
、
午
前
の

部
…
午
前
10
時
〜
11
時
・
午
後

の
部
…
午
後
２
時
〜
３
時

※
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
内
容

で
す
。

と
こ
ろ　

い
せ
ト
ピ
ア

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
で
、
子

育
て
に
関
心
の
あ
る
人

内
容　

テ
ー
マ
「
子
育
て
の
悩

み
と
絵
本
の
ち
か
ら
…
育
児
相

談
の
現
場
か
ら
」（
講
師

：

伊
勢

市
立
保
育
所
長
）

定
員　

各
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
１
日
㈰
〜
23

日
㈪
に
、
電
話
で
い
せ
ト
ピ
ア

へ※
託
児
で
き
ま
す
。
託
児
を
希

望
す
る
場
合
は
、
２
月
10
日
㈫

ま
で
に
い
せ
ト
ピ
ア
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
暴
風
・
大
雪
警
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
は
休
講
と
な
り
ま
す
。

保
育
所
と
の
連
携
に
よ
る

特
別
講
座

子
育
て
支
援
講
座
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舞台部門
■2月7日㈯、13:00～
・箏音会【琴演奏】

・ローズマリー【イングリッシュカントリーダンス】

・いせハンドinハンド（謡恵会）【津軽三味線】

・3Ｂ体操（火・水合同）【3B体操】
・カップルでフォークダンス【カントリーウェスタンダンス】

・筒音会【尺八演奏】

・三重マジッククラブ【マジックショー】

・フォークダンス カトレア【フォークダンス】

・正洲会 法曹支部【詩吟】

・ルピナス＆クローバー（ＲＤルピナス）【ラウンドダンス】

・伊勢音頭乙女会【伊勢音頭】

■2月8日㈰、13:00～
・プレレフア【フラダンス】

・伊勢太極拳朋友会嚶鳴会グループ【武術太極拳】

・ラボ中川パーティ【英語・日本語による表現】

・ＳＵＮ ＳＵＮ レクダンス【レクリエーションダンス】

・正洲会 本部【詩吟剣舞】

・朗読 めばえ【朗読】

・ジャズダンスサークルＭ’ｓ【ジャズダンス】

・ふじその会【伊勢音頭（三味線・太鼓・唄踊り）】

・みえ アロハ クプナ フラ【フラダンス】

・伊勢女声合唱団【コーラス】

・三重レクダンス協会【レクリエーションダンス】

いせトピアで活動している団体・サークルが
日頃の成果を発表します！

伊勢市生涯学習フェスティバル
と　き 2月７日㈯、10:00～17:00

ところ 生涯学習センターいせトピア
2月８日㈰、10:00～16:30

・カントリードールＬｏｖe

　【カントリードール】

・水彩画もみじ【水彩画】

・墨遊会【水墨画】

・心墨会【水墨画】

・友墨会【水墨画】

・クレイクラフトミキドール【粘土人形】

・小物手作りサークル【手芸】

・ＹＯＵ写真クラブ【写真】

・トピアフォトクラブ【写真】

・伊勢川柳友の会【川柳】

・伊勢マジック倶楽部アラジン

　【マジック】

・書道みどりの会【書道】

・浜千鳥絵手紙の会【絵手紙】

・久和会【茶道】※７日のみ

・長楽会【茶道】※８日のみ

・まるちゃん料理教室【料理】

　※７日のみ

・「わかば」料理教室

　【料理】※８日のみ

・伊勢陶芸クラブ【陶芸】

・陶和会【陶芸】

・なごみ会【陶芸】

・ハニービー（パッチワークキルト

　サークル）【パッチワーク】

・翠香の会【書道】

・あみサークル【編み物】

・喜楽茶会【茶道】※７日のみ

展示部門

カ ト

１階
伊勢川柳

2 階
伊勢陶芸

3 階

ト ピ ア だ よ り

※各団体の演技時間は
　約10分～15分です。
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
全
て
平
成
26
年
度
分
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

メ
タ
ボ
を
予
防
す
る

料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

各
開
催
日
の
３
日

前
の
正
午
ま
で（
閉
庁
日
の
場

合
は
、
そ
の
前
開
庁
日
）
に
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

２月 10日㈫ 小俣保健センター 30人

２月 18日㈬ 光の街コミュニティセンター 20人

２月 19日㈭ 福祉健康センター

各 30人２月 20日㈮ ハートプラザみその

２月 21日㈯ 福祉健康センター

※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　
33
万
円（
60
回
分
）

　

「
予
防
で
き
る
う
つ
病
」
を

テ
ー
マ
に
、
誰
で
も
か
か
る
可

能
性
の
あ
る
う
つ
病
を
予
防
す

る
た
め
に
、
そ
の
日
か
ら
で
も

取
り
組
め
る
睡
眠
・
食
事
・
運

動
な
ど
の
生
活
習
慣
と
ス
ト
レ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

２
月
27
日
㈮
、
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

県
伊
勢
庁
舎
・
４
階

４
０
１
会
議
室

講
師　

西
大
輔
さ
ん（
独
立
行

政
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
）

※
精
神
疾
患
の
発
症
予
防
や
回

復
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

る
先
生
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
ま
た
は
伊
勢
保
健
所
健

康
増
進
課（
☎
㉗
５
１
３
７
）

う
つ
病
対
策
講
演
会

と
き　

①
２
月
21
日
㈯
・
②
27

日
㈮
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
初
妊
婦
と

夫内
容　

①
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に（
保
健
師
の
お

話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
模
擬
体

験
な
ど
）、
②
こ
れ
か
ら
始
ま

る
子
育
て
に
つ
い
て（
保
健
師

の
お
話
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

定
員　

30
人
程
度(

先
着
順)

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

予
算
額　
約
15
万
７
千
円（
８
回
分
）

　

２
・
３
月
実
施
分
で
、
定
員

に
満
た
な
か
っ
た
日
程
の
集
団

検
診
を
、
再
度
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、「
広
報
い
せ
」
12
月

１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乳がん集団検診の追加募集（１月９日現在）

とき ところ
募集数（先着順）

午前
2月  2日㈪ ハートプラザみその ７人

2月16日㈪ 中央保健センター 16人

2月26日㈭ 二見老人福祉センター 21人

3月  2日㈪ 中央保健センター 10人

3月  9日㈪ 中央保健センター 21人

受付時間　午前…午前10時～11時

乳
が
ん
集
団
検
診
の
追
加
募
集
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水
痘
予
防
接
種
の
対
象
者
は

１
歳
〜
３
歳
未
満
の
子
ど
も
で

す
が
、
今
年
度
の
み
の
特
別
な

制
度
と
し
て
、
初
め
て
接
種
す

る
３
歳
〜
５
歳
未
満
の
子
ど
も

も
１
回
接
種
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ

Ｒ
）
２
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
の
対
象
者
は
平
成

20
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
で

す
。

　

い
ず
れ
の
予
防
接
種
も
、
今

年
度
の
定
期
接
種（
無
料
）の
期

間
は
３
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

お
早
め
に
医
療
機
関
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
未
接
種
の
人
で
予
防
接
種
予

診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
健

康
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
の
定
期
予
防
接
種
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
接
種
対

象
年
齢
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受

け
忘
れ
が
な
い
か
を
母
子
健
康

手
帳
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」
５

水
痘
、
麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

２
期
の
定
期
予
防
接
種
は
お
済

み
で
す
か

月
１
日
号
と
10
月
１
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
11
月
１
日
か
ら
、

国
の
電
話
相
談
窓
口
が
開
設
さ

れ
て
お
り
、
予
防
接
種
の
有
効

性
や
リ
ス
ク（
危
険
性
）、
副
反

応
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

相
談
日
時　

毎
日
、
午
前
９
時

〜
午
後
９
時（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

相
談
用
電
話
番
号　

☎
０
２
６

３
・
３
７
・
２
０
５
０

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
）
の
相
談
窓
口

■左表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■医療関係者による電話相談（子どもの急な病気や事故・薬）
　相談時間　毎日、19:30 ～ 翌日 8:00
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　（☎＃ 8000、☎ 059-232-9955）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 2,092 万 8千円（うち診療所収入・他町分担金 9,521 万 6千円）

主な相談など

予算額　子育て相談（85回分）322万 2千円、成人健康相談・栄養相談（96回分）98万 7千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

  ２月  ３日㈫
 ９:30～ 11:00

二見老人福祉センター
２月  ４日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 ２月 12 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

  ２月  ６日㈮ 10:00 ～ 11:30 豊浜地区コミュニティセンター ２月 19 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

 ２月 10 日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
２月 25 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

13:30 ～ 15:00 ③エイズ検査

 ２月 13 日㈮ 10:00～ 11:30 四郷地区コミュニティセンター 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）

 ２月 17 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
第2火曜日 17:30 ～ 19:00

13:30～ 15:00 ④こころの健康相談（要予約）

 ２月 24 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター  ２月 26日㈭ 13:00 ～ 15:00
伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）13:30 ～ 15:00

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③伊勢保健所（☎㉗ 5137）、④伊勢保健所（☎㉗ 5148）

内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）
診療
科目 診療日時 備考

内科・
小児科

月～土曜日 19:30～22:00 内科医１人体制

日曜日・祝日

10:00～12:00
―

13:00～17:00

19:30～22:00 ―

歯科 日曜日・祝日
10:00～12:00

―
13:00～17:00
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参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
人

利
用
車
両　

軽
自
動
車
、
小
型

自
動
車
、
普
通
自
動
車（
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

募
集
台
数　

50
台（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

管
財
契
約
課（
☎
21
５
５
２
６
）

市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
募
集

利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

28
年
３
月
31
日（
24
時
間
利
用

可
能
）

利
用
料
金　

月
額
８
４
７
０
円

申
し
込
み　

２
月
２
日
㈪
〜
20

日
㈮
に
、
車
検
証
の
写
し
、
運

転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど

住
所
が
確
認
で
き
る
物
、
勤
務

先
の
在
職
証
明
書（
市
外
在
住

の
人
の
み
）を
同
課
へ

※
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

駐
車
場
使
用
料
収
入〔
平
成
25
年

度
〕　

約
３
９
５
万
７
千
円

■
伊
勢
市
駅
北
口（
近
鉄
側
）ま
で
徒
歩
約
６
分

■
伊
勢
市
駅
南
口（
Ｊ
Ｒ
側
）ま
で
徒
歩
約
９
分

■
宇
治
山
田
駅
ま
で
徒
歩
約
７
分

宇治山田駅へ

吹
上
駐
車
場
位
置
図

催
し
物

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な

ど
に
関
す
る
法
令
や
支
援
制
度

の
知
識
、
就
業
継
続
の
参
考
と

な
る
情
報
を
得
る
た
め
の
講
座

を
行
う
と
と
も
に
、
就
業
を
継

続
し
て
い
る
先
輩
マ
マ
を
交

え
、「
み
ん
な
は
、妊
娠
・
出
産
・

育
児
と
仕
事
の
両
立
を
ど
う
し

て
る
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
座

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
26
日
㈭
、
午
後
６

時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

対
象　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
を

し
な
が
ら
働
く
こ
と
を
希
望
す

る
女
性

市
民
交
流
課（
☎
21
５
５
１
３
）

女
子
会
♥
座
談
会

内
容　

法
令
・
支
援
制
度
に
つ

い
て
の
学
び
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

（
模
範
と
な
る
人
物
）か
ら
の
働

き
方
の
学
び
、
座
談
会

講
師　

西
本
亜
裕
子
さ
ん（
Ｆ

Ｍ
三
重
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
菅

田
芳
恵
さ
ん（
社
会
保
険
労
務

士
）

定
員　

15
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

２
月
17
日
㈫（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、三
重
県
男
女
共
同
参
画
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
課
「
２
月
26
日
女
子
会

♥
座
談
会
」
係（
〒
514

－

8570
津

市
広
明
町
13
）へ

※
無
料
で
託
児
で
き
ま
す
。
託

児
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し

込
み
用
の
往
復
は
が
き
に
、
預

け
る
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

三
重
県
男
女

共
同
参
画
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
課（
☎
０

５
９
・
２
２
４
・
２
２
２
５
）

開
催
日　

２
月
21
日
㈯

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

　

障
害
者
虐
待
を
未
然
に
防
ぎ
、

障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
、
障
害
者
虐

待
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
〜
）

内
容　

講
演
「
虐
待
の
底
に
あ

る
も
の
、そ
し
て〝
そ
れ
か
ら
〞」

柳
誠
四
郎
さ
ん（
社
会
福
祉
法

人
お
お
す
ぎ
理
事
長
）

　

認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ

り
判
断
能
力
に
不
安
の
あ
る
人

の
権
利
や
財
産
を
守
る
た
め
の

「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
５
８
、FAX
20
８
５
５
５
）

障
害
者
虐
待
防
止
講
演
会
・

成
年
後
見
制
度
講
演
会

時
間　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

30
分（
受
け
付
け
は
午
後
３
時

15
分
〜
）

内
容　

講
演
「
成
年
後
見
制
度

を
活
用
し
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
」
市
川
知
律
さ
ん（
㈲
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ 

Ａ 

Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
取
締
役
）

※
い
ず
れ
か
の
講
演
会
の
み
の

聴
講
も
で
き
ま
す
。

 

第
１
部

 

障
害
者
虐
待
防
止
講
演
会

第
２
部

成
年
後
見
制
度
講
演
会
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人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
層
の
人
が
親
し
み
や
す

く
、
参
加
し
や
す
い
内
容
で
、

人
権
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
人
権
の
意
義

や
、
そ
の
重
要
性
に
関
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

と
き　

２
月
14
日
㈯
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア

内
容　

人
権
啓
発
劇
、
世
界
の

歌
と
ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽
演
奏
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
民
族
衣
装

試
着
体
験
、
世
界
の
料
理
教
室

（※）
、
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
れ
い
ん
ぼ
う
カ
フ
ェ
、
障

が
い
者
施
設
自
主
製
品
の
展

示
・
販
売
、
児
童
虐
待
防
止
講

座
、手
話
紹
介
、お
は
な
し
会
、

人
形
劇
、
紙
芝
居
、
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
・
し
お
り
・
風
車
作
り
、

人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
、
各
団
体
活

動
紹
介
・
パ
ネ
ル
展
示
、
大
学

人
権
政
策
課（
☎
21
５
５
４
６
）

い
せ
人
権
フ
ェ
ス
タ

on
バ
レ
ン
タ
イ
ン

生
・
高
校
生
の
作
品
展
示
、
人

権
相
談
な
ど

※
世
界
の
料
理
教
室
は
、
伊
勢

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
次

の
記
事
参
照
）

開
催
経
費　

約
１
１
５
万
円（
市

負
担
分
）

と
き　

２
月
14
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
２
階
調
理
室

講
師　

李
リ
ー
・
チ
ャ
ー
フ
ァ
ー

家
華
さ
ん（
志
摩
市

在
住
、
台
湾
出
身
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
０
円（
当
日

持
参
）

持
ち
物　

布
巾
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
し
込
み　

１
月
27
日
㈫
か

ら
、
電
話
で
同
課
へ

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
文
化

共
生
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
☎
21
５
５
４
９
）

世
界
の
料
理
教
室

（
台
湾
料
理
）

と
き　

２
月
19
日
㈭
、
①
午
後

１
時
30
分
〜
・
②
午
後
２
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

①
社
会
福
祉
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
個
人
・
団
体
の
顕

彰
、
②
福
祉
講
演
会
「
社
会
福

祉
か
ら
地
域
福
祉
へ

－

伊
勢
市

の
福
祉
を
市
民
の
手
で

－

」
山

路
克
文
さ
ん（
皇
學
館
大
学
現

代
日
本
社
会
学
部
教
授
）

福
祉
総
務
課（
☎
21
５
５
５
７
）

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会

事
業
費　

40
万
円（
う
ち
市
負
担

分
20
万
円
）

　

伊
勢
市
が
設
置
し
た
寄
附
講

座
「
連
携
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
学
講
座
」の
一
環
と
し
て
、

医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
講

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
室

（
☎
63
９
０
５
３
）

医
療
従
事
者
向
け
講
演
会

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

最
前
線
」

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
最

前
線
」
を
テ
ー
マ
に
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
で
先
駆
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
藤
田
保
健

衛
生
大
学
の
医
師
か
ら
、
最
新

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
情

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

と
き　

２
月
12
日
㈭
、
午
後
７

時
〜

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

医
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

講
師　

岡
崎
英
人
さ
ん（
藤
田

保
健
衛
生
大
学
医
学
部
連
携
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
講
座

准
教
授
）、
前
島
伸
一
郎
さ
ん

（
同
大
学
医
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
医
学
Ⅱ
講
座
教
授
）、

園
田
茂
さ
ん（
同
大
学
七
栗
サ

ナ
ト
リ
ウ
ム
院
長
）

広
告
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消
防
職
員
が
、
日
頃
の
業
務

や
災
害
・
救
急
現
場
で
の
経
験

を
通
し
て
、
消
防
が
取
り
組
む

べ
き
課
題
に
つ
い
て
問
題
提
起

し
改
善
案
な
ど
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
職
責
に
対
す
る

自
覚
と
士
気
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
消
防
職
員
意

見
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
「
消
防
・
防
災
」
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
一
般

公
開
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
消
防
職
員
の

熱
い
思
い
を
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

と
き　

２
月
５
日
㈭
、
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階
研
修
室
１
・

２内
容　

消
防
職
員
９
人
に
よ
る

意
見
発
表

定
員　

90
人

消
防
本
部
消
防
課（
☎
25
１
２
１
６
）

伊
勢
市
消
防
職
員

意
見
発
表
会

　

空
手
・
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ

の
動
き
を
取
り
入
れ
た
カ
ー
デ

ィ
オ
キ
ッ
ク
で
、
楽
し
く
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
19
日
㈭
、
午
後
７

時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

講
師　

駒
田
奈
緒
子
さ
ん（
公

益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
協
会
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）

定
員　

50
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
室
内
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど

申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話

で
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢（
☎
28
１
２
６
６
）

ダ
イ
エ
ッ
ト
格
闘
技

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

カ
ー
デ
ィ
オ
キ
ッ
ク

無
料
体
験
教
室

　

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
・

商
工
会
が
推
薦
し
た
生
産
者

が
、
自
慢
の
逸
品（
食
品
）を
外

宮
に
奉
納
し
ま
す
。

　

外
宮
北
御
門
広
場
で
は
、
奉

納
さ
れ
た
品
々
が
並
ぶ
外
宮
奉

納
市
を
開
催
し
、
全
国
各
地
の

特
産
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

と
き　

２
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

外
宮
北
御
門
広
場

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
伊
勢
志
摩
ビ

ル
東
隣
）

※
外
宮
奉
納
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.ise-cci.or.jp/

hounouichi/

）
で
、
こ
れ
ま
で

に
奉
納
さ
れ
た
品
と
奉
納
者
の

誓
い
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

伊
勢
商
工
会
議
所（
☎
25
５
１
５
３
）

伊
勢
神
宮 

外
宮
奉
納
市

　

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書

は
、
保
険
料
の
算
定
に
必
要
な

前
年
中
の
収
入
を
申
告
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

１
月
１
日
以
降
に
市
内
に
転

入
し
た
人
や
、
平
成
26
年
中
に

収
入
が
な
か
っ
た
人
も
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
国
民
健
康
保
険
料
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
２
月
下
旬
に

申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

３
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
申
告
書

を
同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
福

祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
人
は
、

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

申
告
書
は
６
月
に
送
付
し
ま
す
。

医
療
保
険
課（
☎
21
５
５
５
１
）

国
民
健
康
保
険
料

申
告
書
の
提
出
を

お
知
ら
せ

広
告



23　　広報いせ ●平成27年２月１日号

　

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人

が
、
外
出
先
で
電
話
連
絡
な
ど

を
し
た
い
と
き
に
、
用
件
や
連

絡
先
な
ど
を
書
い
て
近
く
の
人

に
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
の

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
を
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
三
重
支
店
よ
り
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
福

祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
７
５
、FAX
20
８
５
５
５
）

電
話
お
願
い
手
帳
を
配
布

　

「
救
急
救
命
士
施
行
規
則
」

が
改
正
さ
れ
、
救
急
救
命
士
が

行
え
る
救
命
処
置
の
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
市
消
防
本
部
で
は
、
１

月
５
日
㈪
か
ら
、
処
置
拡
大
に

必
要
な
実
習･

研
修
を
修
了
し

た
救
急
救
命
士
に
お
い
て
、
運

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
消
防
課（
☎
25
１
２
１
６
）

救
急
救
命
士
の
行
う
処
置

範
囲
が
拡
大

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
に
追
加
さ
れ
た
処
置
行
為

・・
血
圧
が
低
下
し
、
心
臓
が
停

止
す
る
危
険
性
の
あ
る
シ
ョ
ッ

ク
状
態
の
患
者
に
対
す
る
点
滴

・・
意
識
障
害
の
患
者
へ
の
血
糖

測
定
と
、
低
血
糖
の
場
合
の
ブ

ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
離

宮
の
湯
の
中
学
生
以
上
の
利
用

料
金
を
改
定
し
ま
す
。

小
俣
総
合
支
所
生
活
福
祉
課

（
☎
22
７
８
６
１
）

離
宮
の
湯（
☎
22
０
５
４
８
）

３
月
１
日
㈰
か
ら

離
宮
の
湯
の
利
用
料
金
を

一
部
改
定

改
定
内
容

・・
１
回
分
…
３
８
０
円
↓
４
０

０
円

・・
回
数
券（
10
回
分
）…
３
５
０

０
円
↓
３
７
０
０
円

※
小
学
生
お
よ
び
小
学
生
未
満

の
料
金
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

離宮の湯　改定後の利用料金表

区分 １回分 回数券
（10回分）

中学生以上 400円 3,700円

小学生 150円 1,400円

小学生未満 70円 650円

広
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都
市
計
画
を
変
更
す
る
案
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

変
更
案
に
つ
い
て
意
見
が
あ

る
人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

変
更
案
の
内
容　

都
市
計
画
公

園
の
変
更
、
都
市
計
画
学
校
の

変
更

縦
覧
期
間　

２
月
２
日
㈪
〜
16

日
㈪

縦
覧
場
所　

同
課
・
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
・
伊
勢
図
書
館

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
。

意
見
書
の
提
出

提
出
資
格　

市
内
に
住
所
を
有

す
る
人
、
お
よ
び
利
害
関
係
者

提
出
方
法　

２
月
16
日
㈪
ま
で

に
同
課
へ

都
市
計
画
課（
☎
21
５
５
９
１
）

都
市
計
画
変
更
案
を
縦
覧

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
原
付
バ

イ
ク
を
購
入
し
た
場
合
、
原
付

バ
イ
ク
が
届
い
て
も
、
販
売
証

明
書
な
ど
の
書
類
が
届
か
ず
に

登
録
が
で
き
な
い
場
合
や
、
登

録
し
て
も
原
付
バ
イ
ク
が
動
か

ず
、
す
ぐ
に
廃
車
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
な
ど
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
原
付
バ

イ
ク
を
購
入
す
る
と
き
は
、
慎

重
に
検
討
し
、
信
頼
で
き
る
人

か
ら
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
原
付
バ
イ
ク
を
譲
る
場
合

は
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
か
ら

譲
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

廃
車
手
続
き
を
せ
ず
に
譲
っ
た

場
合
、
譲
り
受
け
た
人
が
名
義

変
更
手
続
き
を
せ
ず
に
、
以
前

の
所
有
者
に
軽
自
動
車
税
が
か

か
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

課
税
課
税
務
係（
☎
21
５
５
３
１
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

原
付
バ
イ
ク
を
購
入
す
る

と
き
は
ご
注
意
を

　

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型
特

殊
自
動
車
な
ど
に
課
税
さ
れ
る

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
で
登
録
し
て
い
る
人
に
、
年

額
で
か
か
り
ま
す
。（
月
割
り

は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
３

月
31
日
㈫
ま
で
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
車
種
に

よ
っ
て
手
続
き
先（
下
表
参
照
）

が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・・
廃
車
…
廃
棄
処
分
が
済
ん
で

い
る
、
盗
難
に
遭
っ
て
所
有
し

て
い
な
い

・・
名
義
変
更
…
バ
イ
ク
・
軽
自

動
車
な
ど
を
他
人
に
譲
っ
た
、

ま
た
は
譲
っ
て
も
ら
っ
た

・・
住
所
変
更
…
市
外
か
ら
転

入
、
ま
た
は
市
外
へ
転
出
し
た

※
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
所
有

し
て
い
な
い
の
に
税
金
が
か
か

る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

課
税
課
税
務
係（
☎
21
５
５
３
１
）

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型

特
殊
自
動
車
の
変
更
手
続

き

※
年
度
末
に
は
各
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
小
型
特
殊
自
動
車（
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）
を

買
い
替
え
た
場
合
も
、
登
録
の

変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

バイク・軽四輪・小型特殊自動車の手続き先
手続き内容 手続き先

廃車・名義変
更・住所変更
について

・125cc までのバイク
・ミニカー
・小型特殊自動車
　（トラクター・フォークリフトなど）

課税課軽自動車税担当（☎㉑ 5531）
二見総合支所生活福祉課（☎42 1112）
小俣総合支所生活福祉課（☎㉒ 7861）
御薗総合支所生活福祉課（☎㉒ 0241）
各支所

・三輪・四輪の軽自動車
軽自動車検査協会三重事務所
（☎ 050・3816・1779）

・126cc 以上のバイク 三重運輸支局（☎ 050・5540・2055）
軽自動車税の税金について 課税課軽自動車税担当（☎㉑ 5531）
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
サ

ー
ク
ル
活
動
や
発
表
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
よ
り
多

く
の
人
に
公
平
に
使
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、４
月
１
日
か
ら
、

次
の
と
お
り
予
約
方
法
を
変
更

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
つ

い
て
も
、
予
約
方
法
を
一
部
変

更
し
ま
す
。

社
会
教
育
課（
☎
22
７
８
８
６
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア

（
☎
21
０
９
０
０
）

い
せ
ト
ピ
ア
多
目
的
ホ
ー
ル・

ふ
れ
あ
い
広
場
の
予
約
方
法

を
変
更

多
目
的
ホ
ー
ル
の
予
約
方
法

　

１
年
先
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の

予
約
は
、
毎
月
１
日（
１
日
が

休
館
の
場
合
は
最
初
の
開
館

日
）
の
受
け
付
け
の
み
、
午
後

１
時
ま
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
仮
予
約
を
停
止
し
、
い

せ
ト
ピ
ア
窓
口
で
の
受
け
付
け

と
し
ま
す
。
当
日
は
、
午
前
９

時
30
分
に
、
い
せ
ト
ピ
ア
事
務

室
前
で
受
け
付
け
順
を
決
め
る

抽
選
を
行
い
、
順
番
に
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
１
日
の
午
後
１
時
以

降
は
、
通
常
通
り
の
受
け
付
け

方
法
と
な
り
ま
す
。

〈
例
①
〉平
成
27
年
４
月
１
日
に

平
成
28
年
４
月
20
日
の
予
約
を

し
た
い
場
合
…
午
前
９
時
30
分

ま
で
に
、
い
せ
ト
ピ
ア
事
務
室

前
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
午

前
９
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
順

を
決
め
る
抽
選
を
行
い
、
順
番

に
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

〈
例
②
〉平
成
27
年
４
月
１
日
に

平
成
28
年
２
月
１
日
の
予
約
を

し
た
い
場
合
…
今
回
の
変
更
の

対
象
で
は
な
い
の
で
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
、
い
せ
ト
ピ
ア
窓

口
ま
た
は
仮
予
約
シ
ス
テ
ム
で

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

〈
例
③
〉平
成
27
年
４
月
１
日
に

平
成
27
年
６
月
１
日
の
多
目
的

ホ
ー
ル
の
舞
台
の
み
を
予
約
し

た
い
場
合
…
今
回
の
変
更
の
対

象
で
は
な
い
の
で
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
、
い
せ
ト
ピ
ア
窓
口

で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
広
場
の
予
約
方
法

　

毎
月
１
日（
１
日
が
休
館
の

場
合
は
最
初
の
開
館
日
）
の
受

け
付
け
の
み
、
午
前
９
時
30
分

に
、
い
せ
ト
ピ
ア
事
務
室
前
で

受
け
付
け
順
を
決
め
る
抽
選
を

行
い
、
順
番
に
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。

と
き　

２
月
23
日
㈪
〜
３
月
９

日
㈪
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
・
４

階
選
挙
管
理
委
員
会
室（
土
・

日
曜
日
は
市
役
所
本
館
・
１
階

守
衛
室
）

選
挙
管
理
委
員
会（
☎
21
５
６
３
５
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

広
告
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イベント掲示板
　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

みんなの広場
　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案
内や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費
などの記載のないものは無料です。

時２月22日㈰、13:00～16:30　所ハートプラザみそ
の・保健会議室　内ゲームで学ぶ経営と会計（初級
編）。仕入れと販売でお店を運営し、持ち金を増や

していくゲームで、楽しく勉強します。　定 40人（先
着順）　料小学4年生以上2,000円、大人2,500円、親
子ペア4,000円　申前日までに同サークルへ

お金の勉強会サークル（☎080-3060-6310）
子供でも参加できる、お金の勉強

時２月15日㈰、10:00～15:00　所伊勢調理製菓専門
学校（河崎1丁目10-47）　内調理師・製菓衛生師の卵
たちが力作を展示、1年間の集大成を発表。「夢・希望・
飛翔」をテーマに<食>を表現し一般公開します。

伊勢調理製菓専門学校（☎24-3432）
卒業作品展示会

時とき  所ところ  対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み

４月１日号＝２月13日㈮
４月15日号＝２月27日㈮

掲載申し込み
締め切り

イベント掲示板&
みんなの広場

時２月４日㈬～３月８日㈰、10:00～16:00　所夫婦
岩表参道を中心とした地域一帯　内二見生涯学習セ
ンターと賓日館の創作飾りをはじめ、91カ所に約
6,000体のひな人形が展示され、賓日館では、子ど
も打ち掛け・狩

かり

衣
ぎぬ

を着ての無料写真撮影、十二単の

着付け体験、茶席などが行われます。期間中は、飲

食店・旅館で期間限定のおひなさま特別メニューが

味わえ、スタンプラリーも実施されます。

※賓日館は入館料が必要です。（期間中の土・日曜日・

　祝日に着物で来館した人は無料）

※県内では「めぐって！三重 ひな街道」スタンプラリ
　ーを実施しており、県下7会場のうち3会場のスタンプ
　を集めた人には記念品を贈呈します。

 オープニングセレモニー
時２月４日㈬、10:00～　所二見老人福祉センター

おひなさまめぐりin 二見実行委員会
（☎43-2331〔二見浦観光案内所〕）

おひなさまめぐりin二見

時２月７日㈯、18:30～20:30　所ハートプラザみそ
の　内松本隆博さん（シンガーソングライター）・太
田美香さん（エレクトーン・キーボード演奏）・高橋誠

さん（バイオリニスト）によるコンサート　料 2,000円

神都ライオンズクラブ（☎28-8590）

保育園・保育所に絵本を贈る
「親と子のふれあい」チャリティーコンサート

時２月19日㈭・10:00～12:00、21日㈯・14:00～16:00
所生涯学習センターいせトピア　内家族や仲間で７
カ国語を楽しく習得しながら世界中の人々と国際交

流をしている多言語活動についてお話しするととも

に、地域国際ボランティアの活動報告をします。

※1歳以上の子どもは託児できます。（１週間前までに要
　予約）

一般財団法人言語交流研究所・ヒッポファミリークラブ
（☎052-581-6531）

講演会「７カ国語で話そう」

広
告
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成26年度〕 8,109 万 9千円（市主催分のみ） 2月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、13:30～15:30
所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13:15までに広報広聴
課へ来所

時２月５日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申１月29日㈭～２月４日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時２月19日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所（二見ふれ
あいプラザ内）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申２月12日㈭～18日㈬に、社会福祉協
議会二見支所（☎435551）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時 月～金曜日、9:00～12:00・13:00～
16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時２月19日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申２月２日㈪・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時３月５日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申２月26日㈭～３月４日㈬に、社会福
祉協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所ま
たは電話の上、相談日当日の13:15まで
に来所
※２月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故
時２月18日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時２月10日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時２月17日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時２月24日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

人　権

時 ２月12日㈭、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時月～金曜日、8:30～17:15
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時２月５日㈭、13:00～16:00（受け付け
は14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

一人親

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
１階〕（☎㉒7894）

就　職

時月・火・木～土曜日、11:00～17:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 39歳までの人またはその保護者
問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など）

時 月～金曜日、①8:30～17:15・②8:30
～17:30・③9:30～17:30
所①障害者東地域相談支援センター（☎
434400、FAX434427）・②障害者西地域
相談支援センター（☎㉔3009、FAX㉔
3019）・③障害者総合相談支援センター
「フクシア」（☎㉑3633、FAX⑳6535）

高齢者在宅介護

時月～金曜日、8:30～17:15
所東地域包括支援センター（☎441165）
 　中部地域包括支援センター（☎㉗2424）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと　※いずれも、電話相談も可能。

時２月４日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時２月12日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時２月18日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所〔ハートプ
ラザみその北側事務所棟〕（☎㉒6617）

時２月25日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所〔二見ふれ
あいプラザ内〕（☎435551）

登　記

時 ２月10日㈫、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）
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